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九州歯科大学 病態制御学分野

　　慢性顎関節炎の病態解明と超音波遺伝子導入法を応用した新しい治療法の開発
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取得した実用新案特許等

産学官連携 可
能 ・ 希 望 分 野

関節腔内超音波照射プローブの開発（血管内超音波照射プローブの開発も視野に入れて）


